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〔電気工学専攻〕
雄雌コオロギの 神経構造の 差異について
大 川 智 之
コオロギの雄は発音行動をとることにより， 雌を誘引し， 交尾する。 コオロギは左前題を重ねて，
摩擦することにより発音を行う。 左右前遡の摩擦運動を引き起こすためには， それに関与する筋肉の
活動， またそれを制御する神経活動がなければならない。 これまでの， 多くの研究により， 前趨の機
械振動の仕組み， それに関与する筋肉の電気活動とその制御性などが詳しく調べられてきた。 これら
の筋肉の電気活動は中胸神経節からの司令によって， 制御されていることも明らかにきれている。
筆者は， これらの点に着目し， 中胸神経節から， これらの筋肉へ伸び、る神経束を切断し， 神経節へ
とコバルト逆注入を行った。 その結果， 雄と雌コオロギの聞で， N 1 ，  N 3 ， 及びN5 を介して遠心
性に送り出す中胸での神経綱に， 大きな差異のみられることが実証された。 このことから， これらと
発音の関係は組織学的に明確にきれた。
非定常有限振幅音波伝搬の 数値シミュレーション
河 部 秀 記
非線形音波は， 気体の流速分布計測やパラメトリックアレーなどへの応用が考えられることから、
精度のよい解析法が望まれている。 本研究はその基礎的段階として， 1 次元および 2次元の非定常非
線形音場について数値解析を行ったものである。 すなわち， まず準線形理論を適用して非線形波動方
程式を基本波と第 2 高調波に関する線形方程式に変換し， 次に有限要素法およびニューマークβ法を
適用してこれを解いた。 その結果， 1 次元の解析例は理論値とよく一致し， 本法の妥当性が示きれる
と共に， 2次元音響ダクト内の非線形音波伝搬の様子が明らかにされた。 また， 非定常波動方程式を
精度よく解くための技法(波長に対する有限要素のサイズや時間ステップの選び方) も示されている。
閉領域電磁界の 有限要素解析
小 堀 智 生
導波路や空洞共振器内の電磁波の挙動はMaxwel1の方程式に従うが， これまでその数値解析が困
難であった。 その 1 つの理由は数値解にスプリアス解(非物理的な偽の解) が混入するためであるが，
近年これらの解は解決されつつある。 本研究は， 3 次元閉領域電磁界を有限要素法で解析するもので
あり， スプリアス解を抑制きせるためのいくつかの手法(Nedelec型要素法， ラグランジュ未定乗数
法など) について検討を加えたものである。 その結果， 固有値問題では Nedelec要素の使用が有効で、
あること， 励振応答問題ではさらにラグランジュ未定乗数を併用すべきであることなどが明らかにさ
れた。
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Krämer型トレッド・ミルに関する研究
酒 井 成 夫
コオロギなどの昆虫は， 各種の外部刺激によく反応し， それに伴う行動をとる。 この刺激 反応系
の計測は， 下等動物であればあるほど難しい。 これまでにも， 多くの方法が提案されているが， 装置
がとても複雑で、， 高価になることなどの欠点があった。 筆者は， クレーマーのトレッド・ ミルを改良，
修正して， より正確に， より安価に， 小動物の行動量を計測しつる装置の試作およびその有効実験を
行った。 本装置は， 大きな球体の頂点を中心に， 球体のX方向およびY方向に， それぞれ発行体およ
び受光体を配置する。 小動物が外部刺激に反応して， 左， 右に前進および後 退するとき， XおよびY
方向の発光体と受光体との関係が変化する。 この変化分を計測し， 計算式に表し， 動物の行動とは反
対方向に球体を動かし， 位置修正を行う。 この修正量より， 動物の行動量を計測する装置であり， ク
レーマー型より， 応答速度も早く， 安価である。
心電波形の エキスパートシステム的診断の試み
瀬 谷 啓 一
心電図には心臓の電気的機能に関する情報が数 多く含まれている。 近年， 心電波形の自動認識， 自
動診断の試みがなされており， 一部は卓上型インテリジェント心電計として実用に供されている。 本
研究はパソコンを用いたAI 型自動診断を目標とするもので， 診断論理に人工知能言語PROLOGの
適用を試みている。 波形計測プログラム， 推論プログラム， 診断に必要な知識データベースが互いに
独立したいわばエキスパートシステム型診断論理のプロトタイプを作成した。
植物細胞の電界効果と電界融合
佃 康 郎
主にホウレンソウ， ハルジョンの葉とニンジンの根から遊離細胞またはブロトプラストを分離し，
それら細胞の電気的性質と電界融合に関する研究を行って次の結果を得ている。 ①遊離細胞に均一交
流電界を印加した場合， 約 2MHzの転換周波数以下では正の配向， それ以上では負の配向をする。
また， この転換周波数近傍で l個の細胞でも回転することがあることを初めて見出している。 ②フ。ロ
トプラストのパールチェーン形成過程は Sauerの理論とよく一致する。 ③雑草は一般に細胞壁画堅固
なため， 細胞融合が困 難で、あるが， ハルジョンは既成の酵素でフ。ロトプラストが作成でき， 電界によ
る細胞融合の遂行が可能で、ある。
つ白。。唱E4
神経由路網の 同定に関する研究、
東 政 信
大脳を中心とした神経系の構造と機能の解明が望まれている。 ヒトの大脳をはじめとした高度な情
報処理系では， 感覚系からの情報は， 多くの中継点を経由して認識域へ伝達されることがわかってい
る。 微小電極法は， 各地点での神経活動を把握するには， すぐれた手段であうた。 神経組織学は神経
システムの走行を知るには適した手段であった。 しかし， この両者， ミクロ会活動とマクロな走行路
を結びつけた研究方法が見つけられないほど， 神経生理学は壁に当たっている。 これを解決すべ< ， 
提案されたのが， 本方法である。 感覚及び神経回路網への入力として， 一定周期の繰返し信号を入れ，
出力側でそれを検出する。 この一定周期を変化させるとき， 出力側での信号も変化する。 これらの関
係が最も単純化されたとき， 電気泳動的に， 染色を行い， その回路を同定する。 このとき， 回路の一
部を切断し， 同様の方法をとる。 このことにより， 入力としての感覚系， 出力系としての認識域まで
の神経回路網の同定ができょう。
A Numerical Analysis of Transient Wave Responses in Plasma and Transformer Windings 
魯 軍 偉
プラズマ内のイオン音波の伝搬には不明の点が 多い。 また， 安 全性の面から， 衝撃電圧下の変圧器
内の電圧の挙動に関しでも解析が望まれている。 本研究は， 上記イオン音波と変圧器内の電圧の挙動
が同じ形の非定常な偏微分方程式に支配されることに着目して， これを数値解析したものである。 非
定常問題の数値解析では空間と時聞の両者を離散化する必要があるが， 本研究では， 空間に関して有
限要素法を， 時間に関してはニューマークβ法を適用した。 その結果， 音波と電圧の過渡応答が明ら
かにされると共に， 精度のよい解を得るために必要な， 波長に対する空間離散化のサイズ及び時間ス
テップの取り方が明らかになった。
〔工業化学専攻〕
N・未置換のスルフィルイミンの Michael型付加反応機構
滋 野 一 弥
N-未置換のスルフィルイ ミンと親電子オレフィンを反応させるとアジリジン， エナ ミンの二つの生
成物が定量的に得られることが知られている。 アジリジン類は薬理活性を持 つものが 多し この方法
では一段階で合成できるので非常に有用である。 しかし反応選択性に影響を及ぽすFactor及ぴ反応
機構は明らかになっていない。 本研究では反応条件を変えて反応に影響を及ぼすFactorを検討し，
さらにその反応機構を置換基効果， 溶媒効果など動力学的に検討した。 乾燥剤存在下の反応からエナ
ミンの生成にプロトン性溶媒が関与していることが分かった。 またア、ルフィルイ ミンの pKaとの兼ね
合いから未反応のスルフィルイ ミンがエナ ミンの生成量を増加させていたことも分かった。 さらに
H ammettプロットからこの反応が求核的反応であり， スルフィルイ ミンの窒素の求核攻撃が律速で
あることが分かった。(日本化学会第54回春季年会で発表)
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(N四アリールエチレンスルホニル)ーウレタン， 尿素及び
その他のアリールエチレンスルホンアミド誘導体の合成
新 堂 誠
一般式A r-CH = CHS02NH2で表わされるスルホンア ミドをクロルギ酸エチル及び炭酸カ リウムの
存在下アセトン中で還流するとA r-CH = CHS 02NHC02Etが得られた。これにアル キルア ミンを加
えて塩とした後 5 mmH gで 120 'Cに5時間加熱するとスルホニル尿素Ar-CH = CHS02NHCO-NHR 
が得られた。Arとしてはフェニル， 1 -ナフチノレ， βースチリル， 2-チエニルなど， 又Rとしてはメチ
ル， フェニルなどが合成された。
シクロへプタ(a)フェナレン叶， 1トジオンの合成と性質
武 田 英 也
新規キノンであるシクロへプタ[a)フェナレン ー 6 ， 10 -ジオン(1 )の 合成に成功した。この 全反応段
階は9段階あり， 全体収率は0 .8 3%である。(1 )はその 異性体のシクロへプタ[a)フェナレン 6， 12-
ジオン(2 )との各種スベクトル等の比較により， (2 )と同様にジカチオン種が16π電子系であるにもかか
わらず常磁性を示す事がわかった。 また(1)は(2 )よりも若干平面性が高い事を示す知見が得られた。
N四ベンゾイルーアリールエチレンスルホンアミドの合成と
その反応及び新規1， 4， 2ージチアジン誘導体の合成
竹 村 勝 也
2-アリールエチレンス ルホンア ミドは， 塩基存在下， 塩化ベンゾイルと縮合してN-ベンゾイル 2ー-
アリールエチレンスルホンア ミドを与えた これは塩基中分子内Michael型環化付加反応を起こさな
かったが， カルボニル酸素を硫黄に置き換えることにより， 分子内環化付加し， 新規1 ， 4 ，  2 -ジチ
アジン誘導体を与えた。この 1 ， 4 ，  2 ージチアジンは 3 位にアリール基のついたもので， その合成経
路が確立された。
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モノ置換アゾ及びアゾキシベンゼン類の合成と反応について
寺 前 正 治
非対称モノ置換アゾキシベンゼン類の合成法を検討した。 4 クロルアゾキシベンゼンのα 体及びβ
休などが合成された。 またアゾベンゼン類の硫酸とメタノールとの新奇な反応を見出した。 この反応
によって置換ベンチヂンの他にアゾ基の還元によるアニリン類が生成した。 特に2 位にカルボキシル
基を持つもので、は高収率で、アニリン類を与えた。
Metal-RX系下に於ける石炭の可溶化
一一回 可溶化成分の構造特性 一一
中 野 辰 彦
石炭をZn-C4HgI系下に処理すると ( 常圧， 150.C， 2-5h)， 多量のベンゼン可溶分 ( BS)が 得ら
れる。 夕張， 太平洋両炭を当法で処理し， 得られた nーヘキサン可溶分 ( HS) の分子量分布， 構造パ
ラメータ等を調べて以下の結果を得た。 1)BS 取 得率は夕張炭で76% ( 2囲処理)， 太平洋炭で 62%
( 3回処理) であった。 2)再処理によって， nーヘ キサン不溶分(HIS )の殆どがHS に転化した。
3)HS と HIS は分子量に大差があったが構造ノfラメータは類似していた。 4)HIS を処理すると著しく
分子量が低下し， C-C結合の開裂を示唆する結果が得られた。 5)当方 HSは水素化分解法 HS に比べ
て， 分子量もアルキル置換度も高かった。
触媒添着活性炭による環境中有害成分除去の研究
一一 硫化メチル並びにE酸化窒素の除去一一
西 川 剛 司
活性炭単独による硫化メチル， 並びに亜酸化窒素(N20 ) の吸着性は低い。 硫化メチルが臭化スズ
と分子化合物 SnB r4・ 2C2H6S を作る特性を利用し， 活性炭に臭化スズを添着きせ硫化メチル蒸気を
吸着除去する方式について検討を行い， 10% 前後に臭化スズを添着した活性炭が高い吸着性のあるこ
とを認めた。 一方亜酸化窒素は活性炭に重金属を添着させて吸着させる方式とそれに紫外線を照射し，
分解吸着する方式について検討を行い， 無添着のものに比し， 高い吸着11:， あるいは分解のあること
を認めた。
戸huoo 唱EA
環境中でのトリチウムガスの転換
一一 紫外線照射によるトリチウム水の生成反応一一
野 上 英 明
トリチウムガスのトリチウム水への転換に関する研究を行い， 次の知見を得た。
1)トリチウム方、ス単独の場合， 石英及びパイレックスガラスのいずれも反応容器材質の酸化への影響
は認められなかった。 2)トリチウム庁、スと酸素が共存する場合， トリチウムカ、、スの自己β線の影響に
よって転換反応が進行すること， 並びに 200-30 0nm波長領域の紫外線照射によりトリチウム水の生
成が10 ，00 程度促進されることを見出した。
Studies on the Mechanism for Pyrolytic Elimination 
of Trivalent Sulfur Compounds 
本 山 厚 司
β一 位に水素を持 つ三配位有機硫黄化合物を熱分解させると， 対応するオレプインを定量的に与える
ことが知られている。 本研究では， その反応機構を明らかにし， それらの化合物 全体にわたって比較
する目的で， エチルフェニル系のスルホキシド， スルフィルイミン， スルホニウムイ1)ド， およびエ
チルメチル系のスルホニウムイリドについて， その反応を動力学的に検討した。 どの化合物も反応は
本来E 1 型の遷移状態を通って進行し， β 位にフェニル基を導入するとその遷移状態がカルパニオン
型に片寄る傾向があることが分かった。 また， 反応性はスルフィルイ ミンが最大で， スルホキシドと
スルホニウムイリドは同程度であることが分かった。 しかし， スルフィルイ ミンの窒素上あるいはス
ルホニウムイリドの炭素上の置換基を変えることによって， その反応性が大きく変化し， 遷移状態に
も影響を与えることが分かった。 ( 日本化学会第5 2回及び第54回春季年会で発表， 日本化学会誌に掲載)
〔金属工学専攻〕
F e-Cr， F e-Si合金における高温水蒸気酸化
朝 見j告 治
高温水蒸気雰囲気中におけるFe-Cr合金およびFe-Si合金の酸化挙動について次の諸事項が明らか
になった。 1)Fe-Cr合金ではリーセ功、.ング現象によると考えられる周期的 多層構造のサブスケールが
認められ， とくにFe-9 % Cr合金をA r-10 %HzO雰囲気中で酸化した場合この周期的多層構造は最
も明瞭になる。 2)Fe-Cr， Fe-Si合金のサブスケールは放物線則に従って成長し， 拡散律速を暗示し
ている。
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マンガン団塊の湿式処理に関する基礎的研究
荒 井 敦 志
本論文は， 酸化・ 還元浸出法の適用によるマンガン団塊の湿式処理プロセスのー環として， マン方、
ン団塊一硫化ニッケル系混合鉱の酸化・ 還元浸出特性について熱力学的考察および、実験的研究を行っ
た。 またプロセスの効率良い運用を計るため， 酸化還元浸出過程に及ぼす鉱物組成の影響についても
合わせて検討した。
時効硬化型アルミニウム合金の セレーションについて
浦 野 寛 幸
強靭， 軽量化を目指す経済， 工業界の期待に応えるべきA l基合金において， 自動車ボディ等の実
用化に最も大きな問題となるのがセレーションである。 また、 A l基合金は強度を上げるために時効処
理を施すことが不可欠で、ある。 本研究により， セレーションが時効処理とともに出現， 減少あるいは
消滅する原因が明らかとなり， Al基合金のより幅広い実用化が進むものと期待される。
SEM-ECP法を用いた羽毛状晶の 面方位決定による成長機構の 検討
才 川 清 二
羽毛状品における双品境界の面方位の確認は従来エッチピット法やX線ラウェ法などの比較的誤差
の 多い手法によった。 本研究は羽毛状品発生起点付近の結晶聞の面方位関係， 更に双晶境界の増殖時
における板状結晶の方位の同定をFエレクトロチャンネリンク事パターン」で行い， 羽毛状晶の発生，
成長過程の機構を結晶学的に明らかにした。
チタン ， チタン合金の depassivation PH 
高 '橋 勇 治
塩素イオンを含む強酸性水溶液中のTi及びTi合金の活性化の挙動を明らかにするため， 溶液の
pH を変化させ， それぞれの24時間後の自然電極電位の変化から depassivation pH 値を求め S U S304，
316ステンレス鋼と比較した。 πの自動態皮膜はこれらのステンレス鋼仁比べ広い低 pH 域で安定であ
り， 弱い酸化力で容易に不動態化することが分った。
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極低炭素冷延鋼板の再結晶集合組織に及ぽす鍋の影響
谷 畑 弘 之
0.4%の銅を含む極低炭素鋼の冷延集合組織は銅を含有しない場合， 冷延前に銅を固j容させた場合，
銅を析出させた場合の3者間で差異は認められなかった。再結晶集合組織 は銅を固溶又は析出させた
影響は徐加熱再結晶集合組織の上に明僚に表われ， 銅の析出によって11111 リング上に分散するが，
固溶試料では11111 < 011>の強い集積を示し， さらに徐加熱によって15541 <225>にも強い集積を
示すようになる。
AトMg合金鋳塊における羽毛状品の増殖機構
橋 本 行 史
双品境界の増殖について調べるため， 一方向凝固で生じたAl- 5 % Mg 合金の羽毛状晶をおよそ10
ミクロン毎に観察した。増殖起点の観点からみてその過程を次の二つに分けられる。タイプIは既存
双晶境界が起源となり， 新しい双品境界がその一部から分離するにつれ次第に形成されるもの， タイ
プIIは既存双品のいずれかの結品内に生じた亜粒界上に新たな双品が形成されるもので， 双品境界の
長さ及び間隔の変化に， それぞれ特徴が見られた。
資源リサイクリングに関する研究
長谷川 昌 弘
本研究は， 省資源および資源リサイクリングの観点から電解コンデンサー廃液および、鉛ノfッテリー
スラッヂからの有価成分の回収に関して， 効率良い新しい湿式処理プロセスの開発の可能性について
熱力学的考察および実験的研究を行ったものである。すなわち， 電解コンデンサー廃液から溶媒抽出
法ならび、に塩化水素ガスによる晶析反応を応用して高純度アルミナを回収するプロセスおよび先に報
告した鉛ノ〈ッテリースラッヂの湿式処理プロセスに及ぽす微量不純物の影響について検討し， これら
のプロセスにより効率良い処理が行えることを明らかにした。
AI-Mg-Si合金における粒界破断機構
松 田 健 二
現在， 実用Al合金に残された最後の問題とい われる粒界破断について， 種々の因子を制御して最も
問題となる結晶粒界という因子のみを抽出することに成功した。その結果， 従来数 多く報告され， 半
ば定説化きれている結品粒内の優先変形に基づく破断機構は影響が小さし結品粒界の優先変形が大
きく影響している破断機構であることが明らかとなり， 高温変形時の超塑性現象との兼ね合いから，
今後の展開が非常に注目される研究である。
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鉄鋼表面におけるクロム拡散被覆層の形成
楊 鴻 鈎
純鉄， 炭素鋼， ニッケル鍋表面に 精密なクロム拡散被覆 を行い， 1)純鉄， 炭素鋼， ニッケル綱のい
ず れも Cr拡散被覆量と It 及び反応速度 定数の対 数とl/Tは直線関係にありアレ ニウスの式を満足
する。 2)C rの拡散被覆 層は原表面を はさん で Cr被覆 層と拡散 層からなり欠陥 がなく組織は健全で、あ
った。 3)とくに ニッケル鋼ではCr 濃度変化 の大き い最外 層(α相) の内部に 広い範囲に わた って 40-
45% C r， 6-7% Niを含むr， α2 相域が形成されその陽分極特性から SUS316鋼以上の耐食性を有す
ると判断された。
〔機械工学専攻〕
電気ポテンシャル法による分布き裂の簡易計測法に
関する基礎的研究
白 石 敬 司
機械・ 構造物中に存在する 複数のき裂 の長き及び位置を， 電気 ポテンシャル法を用いて 精度よく非
破壊的に 簡便に計測する方法を開発することを目的として基礎的 解析を行った。 単一き裂 が存在 する
部材のポテンシャル比分布を境界要素法を用いて解析し， それを二次近似によって 精度よく表示 する
方法を示し， 二次近似による ポテンシャル比分布の合成によって 複数分布するき裂 の位置 及び長さを
パーソナルコンビュータで推定する方法 を提案した。
AN EXPERIMENTAL INVESTIGATION ON PURE TONE GENERATION 
BY SELF -SUSTAINED OSCILLATION OF THE WATER F LOW 
Rivas Castro Roberto 
The auscultatory technique are developed based on the KOROTKOFF sound emitted when the 
blood pass across a strangulation of the artery. 
The reason of the phenomenon was investigated mechanically by using an acrylic pipe， an ori­
fice plate and water， instead of the artery， the strangulation and the blood respectively. 
， A n  essence of the phenomenon is as follow: according to the f10w velocity the several natural 
resonances of the orifice produce a pressure disturbance in the f1uid， and emit the corresponding 
sound， being the frequency of it proportional to the flow velocity. A ccording to the length of ori­
fice the different natural resonances can be excited producing jumps from one to another frequen­
cy of sound. 
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〔生産機械工学専攻〕
パターン投影による物体の 位置と姿勢の 測定
赤 沢 宗 彦
光学的に物体面の位置と姿勢を， 短時間に非接触で測定す る測定法についての研究を行った。 この
手法は物体面上に投影きれたX型パターンをカメラで捕らえ， その中心のずれや歪みをコンビュータ
を用いて解析し， 位置と姿勢を同時測定するものである。 その結果， 1回の測定を 1秒(すべてのデ
ータ入力後， 一括して解析する場合は0. 06秒)で行うことができた。 また， 再現性の向上により測定
装置として完成させる事ができた。 ( 6 1年度 春季 精密工学会にて発表)
安定化要素制御による固定絞り静圧スラスト軸受の 特性改善
中 本 徹
静圧スラスト軸受は安定な特性を示すが空気の混入や流体キャパシタンス等により， 動剛性が低下
する。 この軸受の ポッケト部に油タンクと絞りからなる安定化要素を接続し， この安定化要素を比例，
積分， 微分演算動作により制御して軸受の動特性を改善 することを試みた。
その結果， 比例， 積分演算要素により安定化要素を制御すると， 軸受剛性が著しく改善 できること
がわかった。 また， 最適調整の見地から， 制御方法を検討することができた。
歯当りを考慮したねじ歯車の かみあい解析に関する研究
細 野 清 仁
インボリュートねじ歯車に生じる歯当りは， 他の歯車に比較して， 極端に幅が狭し かっバイアス
傾向にあることはよく知られている。 そのため， 時々異常摩耗を引き起すことがある。 しかし， その
原因については， 歯当りの形状が理論的に明らかにされていないため， 明確で、はなかった。 そこで，
本論文では， ねじ歯車のかみあいに関し， 従来より厳密な解析を行い， その結果に基づいて， 計算機
による歯当りパターンのシミュレーションを試みた。 それにより， これまでの諸現象の原因を明らか
にするとともに， 線接触かみあいに必要ないくつかの指針を与えることができた。
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空気圧管路系の動特性
宮 野 秀 昭
空気圧信号を伝送する管路系の動特性を解析し実測値と比較した。 周波数特性については， 粘性と
慣性の効果を 表わすパラメータと圧縮性の効果を表わすパラメータからなる超越関数を含む伝達関数
から求めた。 過渡特性については， 基礎式が双曲型となる点に着目し特性曲線法を適用して求めた。
その結果， 粘性と熱伝導による損失を考慮した基礎式から得られる解析結果が実測値とよく一致する
ことをたしかめた。 更に管路途中に分岐・ 合流等を含む場 合の等価管路系の扱いについて検討を加え
た。
アルミニウム合金の熱間押出し型設計における
メタルフロー調整に関する研究
村 田 伸 一
熱間押出加工におけるメタルフ ローを定性的あるいは定量的に評価し， 押出材の流出過程やビレツ
ト表皮 層の流出挙動等を， 格子線解析法やマクロ組織観察から検討を行い， メタルフ ローに及ぽす押
出 型因子の影響を明らかにした。 さらに， この基礎実験の結果を発展させ， 生産現場でも応用可能と
なる押出 型の設計についても検討を加えた。
〔化学工学専攻〕
ポリアクリルアミド加水分解ゲルの膨潤および金属イオン吸着特性
磯 部 勉
ポリアクリルアミドの加水分解ゲルは， 各種の溶媒やイオン種に対し， 極めて特 異な膨潤および 吸
着特性を示す。 pH 変化に対するゲルの含水率， 密度， 固定基および吸着イオン組成の測定を行い，
ゲルと吸着水との相溶性とゲル弾性に基づく自由エネルギ一変化の考察から膨潤特性の解明を行った。
一方， ゲル吸着についでは， Fe(II )および Cu onイオンをそれぞ、れ単独に含む水相と両イオンを
含む混合水相からの吸着を行い， 平衡論的考察を行った。
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異常時処置支援システムの設計に関する研究
川 本 正 治
塩化ビニル重合反応缶の 異常な温度上昇は化学工場の大災害をしばしばもたらしている。 温度の 異
常上昇による， 異常時処理を支援するためのシステム設計を目的としている。 温度 異常上昇には 3 原
因を想定し， その原因の混成した場合のシュ ミレーション実験を行っている。 システム設計に当って
は， 異常原因を推定す る上層プログラムと， その結果を見 定めて適正化を図る下 層プログラムの階 層
構造をとっている。 諸条件をパラメータに， 知識工学的手法を用いて， その支援のためのシステム設
計を行った。
管および環状流路内の乱流構造
柴 田 良 弘
シェルアンドチュープ或いは二重管型熱交換器の環状部を想定したモデルとして， 管および環状流
路を用いて伝熱の媒体となっている流体(水) の乱流構造を調べるにはいくつかのファクターがある
が， ここでは流路内の局所乱流強度， レイノルズ応力および相関係数の各分布を求め， さらに速度変
動成分の時間の変化から乱流構造を解明し， 最終的には昨年の実験である偏心二重管環状部の測定結
果と比較して， 内管偏心が流路内流れに及ぽす影響を調べた。
ゲルクロマトグラフィーの分離性能の支配因子
一一一 溶離液の 電解質濃度とローデイング液量 一一
西 野 角 治
最近の成分分離技術として注目のゲルクロマトグラフィーの分離性能の基礎研究として， 各種濃度
の塩化ナトリウム一高分子 多糖類(ブルーデ キストラン) 水溶液の分離をおこない， ゲル粒子の負電
荷にともなうドナン排除にたいする溶離液のイオン濃度ならびにゲル浸透体 積にたいするローディン
グ液量について， えられた濃度波形ークロマトグラムのモーメント解析の結果より， 分離度にたいす
るそれらの効果を明らかにした。
電気浸透的脱水過程における粘土層内の漉状水移動
番 場 啓 泰
水で、練った粘土 層の電気浸透的脱水過程における粘土 層内の含水率およびイオン成分(Na+， Ca2+ 
CI一) 含有率が従来の研究と 異なった分布を示すことを見出した。 その現象は， 粘土 層内での電気浸
透的作用とオスモテック ・ サクション ・ ポテン シャル差に起因する作用とが重ね合 わされて水分が移
動するというモデルによって合理的に説明された。 また， 電気浸透的脱水に要するエネルギーは， 乾
燥による値よりー桁小きくなることを示した。
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〔電子工学専攻〕
多源蒸着法による EL薄膜発光素子の製作
岡 島 公 樹
エ レクトロル ミネッ セント (EL ) 薄膜発光 素子は発光型パネルディスプレイや薄 型面光 源として注
目きれている。 発光薄膜の製法は発光 輝度や寿命に影響を及ぼす重要な因子である。 本研究では， 亜
鉛と硫黄を交互に蒸着じて硫化亜鉛 (ZnS) 発光層を形成する方法を試み， X線回折法と走査型電子
顕微鏡観察によって膜質と製作条件との関係を調べた。 亜鉛と硫黄の蒸発源温度及び基板回転速度を
選ぶことによってー源蒸着法より結晶性の優れた薄膜を得ることができた。
Co-Crスバッタ膜の組成比と膜特性
金 井 伸 弘
この論文は， 垂直磁気記録媒体として使用される Co-Cr薄膜をマグネトロ ンスパッタ装置により作
成を行った実験報告である。 ここで用いているスバッタ装置は独特なターゲット形状を持 つため印加
磁界を変えることにより作成膜の Coと Crの組成比を変化させることができることから， 装置の特徴
並ぴに組成比の変化と作成膜の特性との関係を述べている。 又， 組成の 異なる二層膜の作成を試みて
いる。
Ge(10 )-2 X 1面上のSiの初期成長過程
川 端 宏
超高真空( ----1 x 1O-10Torr) 中で清浄なGe(1 00)ー2X1 基板上に基板温度を変え て Siを蒸着し， 低
速電子線回折(LEED )， オージェ分光(AE S)， 低速電子エネルギー損失分光(LEELS ) の “その場"
測定からGe(100)基板上における Siの初期成長過程を調べた。 室温基板では成長層はアモルファス
であった。 300・C， 5 00' C基板上でもAE S からは Siは層状成長しているように見えるが， LEELSか
らは小さな 島状成長であると思われる。 500・ Cで膜厚を厚< (>50Å)した場合， 島は合体し， 単結
晶 Si(1 00)膜となった。
90 nu 噌EA
Fortranと結合可能なProlog処理系の作成
北 野 哲
画像処理等の大量の手続的処理を伴う知識処理を記述する ためのプログラミング言語として拡張
Prologを作成した。これはDEC-10 Prologを基本とし， さらにそれを Fortranサブルーチンを容易
に呼び出すことができるように拡張したものである。特長は， 呼び出したいFortranサブルーチンを
Prologに組み込むためのインターフェース部を自動生成できるよっにしたことであり， これによりユ
ーザの負担が大幅に軽減される。この拡張Prolog処理系はFortran 77でインプリメントされていて，
図書カード認識・理解システム の記述に応用されている。
垂直磁気記録媒体下地層に関する研究
篠 原 俊一郎
高密度情報記録を目的とする垂直磁気記録方式では， その記録再生感度向上の為に媒体下地層とし
て軟磁性膜が用いられる。 本論文は改良形マグネトロンスパッタによる軟磁性膜の作成， 評価に関す
る研究報告である。
スバッタ装置の磁気回路の変更によりマグネトロンスバッタの特長である高速， 高能率成膜が実現
された。 また応用上重要で、ある膜の磁気特性， 軸配向性の作成条件による変化を明らかにした。
強誘電性液晶セルにおける分子配向制御と電気一光学効果
田 代 憲 璽
強誘電性液晶の配向制御方法として， (1)酸化イットリウム(Y203) や酸化サマリウム(Sm203)の
斜方蒸着(蒸着角度: 400-800)， (2) Y203や Sm203の斜方蒸着と電界印加徐冷処理との組合せ(最大
電界強度: 20MV/m， 周波数: DC- 1 kHZ)， (3)ポリフッ化ビニリデン配向膜のラビングおよびポー
リング処理(ポーリング電界: 2MV/m ) を試みた。 各セルについて， 偏光顕微鏡観察と電気光学特
性から液晶分子の配向状態を調べた。(1)では液品分子が垂直配向し， (2)の方法によって均一な傾斜配
向が得られた。 また(3)("ii平行配向しやすいことがわかった。
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漢字についての質問応答システムの作成
田 添 忠 徳
漢字の読み方や意味等を入に質問するとき「にんべんに加えるという字の読みはじのようにその
漢字を分解して尋ねることが 多い。 このよっに漢字をいくつかの部分に分解して記憶し， それを検索
しその漢字に関する情報を取り出すシステムを作成した。 特長は， 検索したい漢字の分解に関する文
を分ち書きの日本文で(にんべん に 加)のように入力できることであり， 複数の分解方法に柔軟
に対処できるようになっている。 システムはVAX L ISPでインプリメントされていて， 現在のところ
教育漢字に関する検索ができるようになっている。
強誘電性液品 セルの分子配向における 電界誘起変形
津 田 誠
表面安定形配向の強誘電性液晶セルにおける自発分極の反転過程において， ヒステリシスを伴った
電気光学特性が観察されている。 ヒステリ シス発生機構の解明を目的として， 分子配向の電界誘起変
形を計算機解析した。 ヒステリシス発生に関係する物性定数として， (a)液品の弾性定数k， (b)基板表
面と液品分子との非極性結 合係数 Bnおよび極性結 合係数 Bpに注目した。 解析結果から， (l)kが大き
くなると反転関電圧が低下し， ヒステリシスが低電界で発生すること， (2) Bnまたは Bpが大きくな
ると反転闘電圧は上昇することがわかった。
大地上の垂直アンテナに関する研究
冨 樫 昇
大地の電気定数により， アンテナの入力インピーダ ンスや放射指向性に， およぽされる影響につい
て理論解析され， 従来， 知ることのできなかった種 の々アンテナ特性を明らかにした。
特に， アンテナと， 大地をはって伝播する表面波とアンテナとの関連を明らかにすると共に， 現在，
不要なサイドロープによる放送障害波を除去する新しいアンテナ方式を提案し， 計算により特性を示
し， 世の中に役立つものを提示した。
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電子分光法によるGaSe-lnSe界面の研究
中 山 典 ー
GaSe-InSe超格子を作製するため， I nSe基板上に成長させたGaSe薄膜とGaSe基板上に成長させ
たInSe薄膜についてその成長様式， 結晶性， 界面での反応性， 価電子帯不連続をオージエ電子分光
(AES)， 低速電子エネルギー損失分光 (LEEL S)， X線光電子分光法 (XPS) を使って評価した。 そ
の結果， InSe上のGaSeもGaSe上のInSeも基本層 (- 8 A )を単位として層状成長すること， 適
当な成長温度 (GaSeは 400 0C， InSeは 300 "C)ではわずか 2 基本層 (-16A) で単結晶に匹敵する結
晶性のよい膜が得られること， 界面でのバンド (価電子帯)不連続は成長順序によらずO.leV以内，
伝導帯不連続は -O. 7eV であること， などを明らかにした。
強誘 電性液品 セルの過渡応答とマトリクス駆動
淵 脇 栄 治
強誘電性液晶を使った表示素子の設計に必要なパラメータとして， (a)自発分極の値とその温度依存
性， (b)応答速度， (c)駆動ノマル スの振幅および印加時間に対する闘特性， (d)メモリー特性がある。 これ
らの特性を 4種類の強誘電性液品について測 定し 各液晶に対して最適な駆動条件を求めた。 得られ
た結果に基づいて， 4 パルス法による駆動実験を行った。 16本X 48本の電極構造を持つ単純マトリク
ス形表示ノfネルを試作し， マイクロコンビュータ制御の駆動回路を使って動作させた。
周期放送用八木アンテナの反射器特性に関する研究
山 岸 明 洋
有限数のテレビジョン放送チャンネルで， もっと有効にチャンネルを利用する方法に， 閉じ周波数
で同じ映像を放送する同期放送が提案されている。 これを実現する為のlつに， アンテナの高性能化
をはかるという課題がある。
この論文は， 現在使用されている受信アンテナと， 大ききや素子数を大幅に変えることなく反射器
を改善 することにより， FB 比を 24dB 程度に改善 できることを示したものである。
計算は種 の々反射器の特性についてなされ， その中で最も小形に， しかも UHFの 全周波数帯域に
わたり特性を維持 できる画期的なアンテナが存在することを示し， また， それを実現した。
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